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第122回 日本医史学会総会・学術大会

プログラム

会　　　長 長野　　仁

名 誉 会 長 梶谷　光弘

副　会　長 渡部　良平

顧　　　問 田中　則雄

実行委員長 松木　宣嘉

実 行 委 員 長谷川宗輔，池内早紀子，大浦　宏勝，市川　友里， 

大出都紀子，市川　敏男，谷田　保啓，富田　貴洋

共　　　催 国立大学法人島根大学

後　　　援 島根県，松江市，出雲市，島根県医師会，松江市医師会， 

出雲医師会，島根大学法文学部山陰研究センター， 

四国医療専門学校，東洋鍼灸専門学校， 

森ノ宮医療学園はりきゅうミュージアム

会　期：学術大会；2021年 9月 18日 （土）～ 19日 （日）

公開講座；2021年 9月 18日 （土）～ 23日 （祝）

会　場：オンライン開催 

http://ishigaku-shimane.com/
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日　程　表

1．開会式

2．公開講座

特別講演 1「江戸の流行り病と人々のくらし 

―幕末の疱瘡と種痘導入をめぐって―」

奈良女子大学生活環境学部 教授　鈴木則子

特別講演 2「人類に適応を成し遂げた病原微生物 

―結核と新型コロナウイルス―」

島根大学医学部 地域医療支援学講座 教授　佐野千晶

3．緊急提言「コロナ禍における医史学の役割」

保健科学研究所 学術顧問　加藤茂孝

4．教育講演「出雲地方の医学史・洋学史」

教育講演 1「出雲国の医学」

公益財団法人いづも財団 事務局次長　梶谷光弘

教育講演 2「社会史的にみた近世島根の医療」

島根県立古代出雲歴史博物館 専門学芸員　岡　宏三

5．パネルディスカッション「中国医薬・鍼灸の自国化再考」

基調講演「日本医学史のなかの中華幻想」

北海道大学文学部 教授　橋本　雄

研究発表 1「日本漢方の鼻祖，田代三喜の医学」

帝京平成大学薬学部 准教授　鈴木達彦

研究発表 2「琢周と琢周流鍼術の虚像と実像」

森ノ宮医療大学大学院 教授　長野　　仁

6．一般演題　　9月 18日 （土）　演題 1～ 33　／　9月 19日 （日）　演題 34～ 65

7．ヴァイオリン演奏「P.S.クレモナの空から」

クレモナ・ヴァイオリン博物館 公開演奏者　横山令奈

8．閉会式


